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編
集
手
帳

　
日
本
放
送
協
会
か
ら
新
し
い

N
H
K 

O
N
E
が
公
開
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ス
を
重
宝

し
て
使
っ
て
い
た
の
で
、
早
速
試

し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
だ
が
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
す

ぐ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
た
の
だ

が
、
ス
マ
ホ
が
な
か
な
か
う
ま
く

い
か
な
い
。
仕
方
な
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問

い
合
わ
せ
窓
口
に
電
話
し
て
、
40

分
以
上
か
け
て
一
緒
に
試
し
た
が

駄
目
だ
っ
た
。
結
局
、
ど
こ
が
原

因
な
の
か
分
か
ら
ず
、
窓
口
に
は

随
分
と
迷
惑
を
か
け
た
。
自
分
の

勘
の
悪
さ
を
痛
感
し
、
年
を
と
っ

た
も
の
だ
と
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
か

ら
も
感
じ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
例
年
と
違
い
随

分
と
寒
さ
が
厳
し
く
、
朝
か
ら
暖

房
を
入
れ
て
い
る
が
部
屋
も
な
か

な
か
温
ま
ら
な
い
。
少
し
は
体
を

動
か
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

毎
日
1
回
は
気
分
転
換
を
兼
ね
て

外
出
し
て
い
る
。
大
寒
、
節
分
と

続
く
が
、
早
く
春
の
選
抜
高
校
野

球
の
喧
騒
が
待
ち
遠
し
い
。

　
春
風
婦
人
会
の
恵
方
参
り
で
、１

月
８
日
に
和
歌
山
方
面
へ
行
き
ま

し
た
。総
勢
35
人
の
中
に
は
、夫
婦
、

男
性
の
参
加
も
多
く
な
り
本
当
に

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
は
、根
來
寺
の
参
拝
。次
に

国
宝
で
、日
本
最
大
級
の
木
造
大
塔

で
秀
吉
の
紀
州
攻
め
の
弾
痕
が
残

る
建
造
物
を
見
学
。周
り
に
あ
る
桜

の
木
が
、春
に
は
、ま
た
違
っ
た
景

色
を
楽
ま
せ
て
く
れ
る
の
で
は
と

思
い
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、映
画『
国
宝
』の
ロ
ケ
に

使
わ
れ
た
ホ
テ
ル
で
お
正
月
料
理

を
い
た
だ
き
、午
後
か
ら
は
世
界
遺

産
の
丹
生
都
比
売
神
社
に
向
か
い

ま
し
た
。弘
法
大
師
に
高
野
山
を
授

け
た
女
神
の
社
と
い
わ
れ
て
い
る
、

朱
塗
り
の
と
て
も
き
れ
い
な
神
社

で
し
た
。た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
お

土
産
を
持
っ
て
、全
員
無
事
に
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。す
で
に
、来
年
の

皆
さ
ん
と
の
恵
方
参
り
が
、今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

　
　
　
春
風
婦
人
会
　
藤
原
宮
子

　
昨
年
11
月
29
日
に
春
風
小
学
校

で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

快
晴
で
暖
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
や
地
域
の

人
が
参
加
し
、楽
し
み
な
が
ら
防

災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ず
ら
り
と
勢
ぞ
ろ
い
し
た
消
防

車
は
圧
巻
で
、警
察
車
両
や
給
電

車
の
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。実
際

に
活
躍
中
の
砂
に
ま
み
れ
た
自
衛

隊
車
に
、制
服
を
着
て
乗
車
で
き

る
体
験
な
ど
も
あ
り
、子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
災
害
食「
ア
ル
フ
ァ
米
」の
試
食

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。春
風

自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
が
提
供
す

る
山
菜
お
こ
わ
は
、も
っ
ち
り
と

し
て
食
べ
応
え
が
あ
り
、火
を
使

っ
て
い
な
い
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
被
災
し
た
際
に
重
要
な
応
急
給

恵
方
参
り
婦
人
会

恵
方
参
り
婦
人
会

【
卒
業
式
】

☆
上
甲
子
園
中
学
校

　
　
３
月
16
日（
月
）

☆
春
風
小
学
校

　
　
３
月
19
日（
木
）

【
入
学
式
】

☆
上
甲
子
園
中
学
校

　
　
４
月
13
日（
月
）

☆
春
風
小
学
校

　
　
４
月
10
日（
金
）

　年
賀
状
、
展
示
し
ま
し
た

　
新
年
号
に
掲
載
し
た
年
賀
状

を
、
春
風
公
民
館
に
展
示
し
て
い

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が

見
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
訓
練
の
講
習
も
あ
り
ま
し
た
。

水
道
が
止
ま
る
大
変
さ
を
、子
ど

も
た
ち
も
肌
で
感
じ
て
い
た
よ
う

で
す
。

　
訓
練
の
締
め
に
消
防
団
に
よ
る

放
水
訓
練
の
実
演
が
あ
り
ま
し

た
。消
防
団
の
人
が
キ
ビ
キ
ビ
し

た
動
作
と
掛
け
声
で
ホ
ー
ス
を
さ

ば
き
、校
舎
に
向
か
っ
て
放
水
す

る
様
子
は
頼
も
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

　
阪
神・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し

た
春
風
地
域
で
す
が
、知
ら
な
い

世
代
も
増
え
て
き
ま
し
た
。災
害

は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
地
域
の
絆
を
大
切
に
、日

頃
か
ら
備
え
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

消防車にも
乗れたよ！

子どもたちもしっかり
お手伝いできます迫力ある放水が校舎を

めがけて消火！

　
花
椿
さ
ん
が
広
島
か
ら
春
風
に

引
っ
越
し
て
き
た
の
は
６
歳
の
こ

ろ
。春
風
小
学
校
の
６
年
間
は
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
指
導
者
だ
っ
た
祖
父

の
教
室
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。丹
山

一
家
は
ま
さ
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一

族
だ
っ
た
の
で
す
。

　
父
親
の
禎
昭
さ
ん
は
元
J
T
サ

ン
ダ
ー
ス
に
所
属
し
、
現
在
は
韓

国
の
仁
川
興
国
生
命
ピ
ン
ク
ス
パ

イ
ダ
ー
ズ
の
首
席
コ
ー
チ（
実
姉

も
元
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
）、

母
親
の
裕
子
さ
ん
も
高
校
時
代
に

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
姉
の
花
楓

（
か
え
で
）さ
ん
は
高
校
で
引
退
し

ま
し
た
が
、妹
の
花
凛（
か
り
ん
）さ

ん
は
現
在
、
金
蘭
会
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
で
活
躍
中
で
す
。

　
そ
ん
な
環
境
で
育
っ
た
花
椿
さ

ん
は
、
よ
り
本
格
的
に
打
ち
込
め

る
と
こ
ろ
を
求
め
て
、
中
学
は
強

豪
の
金
蘭
会
中
学
校
へ
と
進
学
し

ま
し
た
。

　「
も
の
す
ご
く
厳
し
く
て
、
最
初

は
本
当
に
き
つ
か
っ
た
で
す
。1
、

２
年
の
間
は
ベ
ン
チ
で
応
援
す
る

ば
か
り
だ
し
、
明
確
な
目
標
が
持

て
な
い
自
分
が
い
ま
し
た
」

　
な
ん
と
な
く
迷
い
が
あ
っ
た
花

椿
さ
ん
に
も
、
や
が
て
転
機
が
訪

れ
ま
す
。２
年
生
の
時
、
け
が
を
し

た
選
手
の
代
わ
り
に
出
場
す
る
機

会
を
得
て
、そ
こ
で
レ
シ
ー
ブ
を
メ

イ
ン
に
大
活
躍
。見
事
、
全
国
優
勝

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
裕
子
さ
ん
も「
あ
そ
こ
で
変
わ
っ

た
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。花
椿
は
と

に
か
く『
バ
レ
ー
が
大
好
き
。う
ま

く
な
り
た
い
。な
ん
で
も
や
っ
て
み

た
い
』と
い
う
気
持
ち
が
強
い
ん
で

す
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
中
学
当
初
は
ミ
ド
ル
、
ラ
イ
ト
、

レ
フ
ト
な
ど
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
変
化

し
ま
し
た
が
、３
年
生
に
な
っ
て
セ

ッ
タ
ー
に
挑
む
よ
う
に
な
り
、今
で

は
名
セ
ッ
タ
ー
と
し
て
全
国
に
そ

の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
セ
ッ
タ
ー
の
面
白
い
と
こ
ろ

を
尋
ね
る
と「
ブ
ロ
ッ
カ
ー
を
だ

ま
す
と
こ
ろ
。ス
パ
イ
カ
ー
が
気

持
ち
よ
く
決
め
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
」と
語
る
花
椿
さ

ん
に
、
裕
子
さ
ん
が「
セ
ッ
タ
ー

は
試
合
の
良
し
悪
し
を
決
め
ま

す
。ゲ
ー
ム
メ
イ
ク
す
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
な
ん
で
す
よ
」と
語
り

ま
す
。な
ん
と
祖
父
、
父
、
母
も

セ
ッ
タ
ー
だ
っ
た
と
か
。こ
ん
な
と

こ
ろ
ま
で
血
が
つ
な
が
っ
て
い
る

な
ん
て
不
思
議
で
す
ね
。

　
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
数
々
の

栄
冠
は
、
全
国
中
学
校
選
抜
の
イ

タ
リ
ア
遠
征
で「
セ
ッ
タ
ー
賞
」、

J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ「
ベ
ス
ト
セ
ッ
タ
ー
賞
」、U 

18
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
女
子
選
手
権
大

会「
ベ
ス
ト
セ
ッ
タ
ー
賞
」、全
国
高

校
選
抜
で
タ
イ
へ
、
近
畿
高
等
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会「
最

優
秀
選
手
賞
」、全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
優
勝
、
春
高
バ
レ
ー

優
勝
と
目
覚
ま
し
く
、
花
椿
さ
ん

の
汗
と
努
力
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
春
か
ら
は
関
西
大
学
へ
進
学
し

ま
す
。「
ズ
バ
リ
目
標
は
、
春
リ
ー

グ
、西
日
本
イ
ン
カ
レ
、秋
リ
ー
グ
、

全
日
本
イ
ン
カ
レ
の
４
冠
で
す
。バ

レ
ー
を
通
し
て
、
人
と
し
て
も
成

長
し
て
い
き
た
い
」と
語
る
花
椿
さ

ん
。こ
の
ま
ま
全
国
へ
、
世
界
へ
と

飛
び
出
し
て
ほ
し
い
！
　
春
風
一

丸
と
な
っ
て
応
援
し
た
い
で
す
ね
。

年賀状作りに参加した
安積湊真（あづみりょうま）さん
はお父さんと来ていました

丹生都比売神社
（にゅうつひめじんじゃ）

災害時には食が大事

アイドルかとみまごう
かわいらしさも魅力の
花椿さん

躍動する姿がまぶしい

U-18アジア大会で
ベストセッター賞受賞式にて

第369号令和 8年 3月 1日は る か ぜ は る か ぜ第369号 令和 8年 3月 1日⑴ ⑷

編集・発
春風地区
コミュニティ委員
（春風公民館）

行

会

第369号
２０２6年 3 月 １ 日

甲子園浦風町　丹山 花椿さん（18）
　父、母、3姉妹の丹山（たんやま）さん一家は、全員がバレーボールを愛するfamily。それもただ好き
なだけではなく、「春風にこんな本格派選手たちがいたなんて！」と驚く世界だったのです。そんな中、
高校3年の次女花椿（つばき）さんが所属する金蘭会高校バレーボール部が、先日のJVA第78回全日
本バレーボール高等学校選手権（春高バレー）で見事優勝を飾りました。
　セッターとして大活躍した花椿さんに、母親の裕子（ひろこ）さんと共に話を聞きました。

春風から飛び出せ日本のエース春風から飛び出せ日本のエース
バレーボールfamilyが花咲くバレーボールfamilyが花咲く



昨年の主な活動紹介 1年を通してさまざまな演奏会や地域のイベント
に出演しています。

春風小学校PTA　NOW!

新たに配付されたPTAチラシ

上甲子園吹奏楽部の新たな一歩
KAMIKO SYMPHONIC & MARCHING BANDへ

　令和7年、関西吹奏楽コンクール中学生Aの部金賞、さらに全日本マーチングコンテスト中学生の部で金賞受賞
を果たした上甲子園中学校吹奏楽部。昭和23（1948）年の創部以来、地域と共に歩み、輝かしい歴史を築いてきま
した。
　令和8年度、西宮市の部活動地域展開「プレみや」が始動。「地域で子どもを育てる」という方針の下、同部は
地域クラブ「KAMIKO SYMPHONIC & MARCHING BAND」へと生まれ変わり、その伝統を次代へつなぎます。
　本特集では、大きな節目を迎えた吹奏楽部の1年と、そのDNAを受け継いだ卒業生の声を届けます。

　昨年末の定期演奏会でも、OB・OGバンドや運営スタッフが、現役生を力強くサポートしました。今回は、
そ んな卒業生たちにアンケートを実施。それぞれの進路や思い出を紹介します。 

（※アンケートは、定期演奏会に参加した70期（′19年卒）〜76期（′25年卒）の卒業生を中心に行いました）

Spring

Autumn

Winter

↑関西吹奏楽の�日　奉納演奏�
（西宮神社　5月）

↑全日本マーチングコンテスト
（大阪城ホール　11月）

毎日甲子園ボウル　中学招待試合
ハーフタイムショー（12月）

定期演奏会兼3年生引退コンサート
（12月）

入学式・離任式・対面式（4月）
西宮市制百周年記念だんじりパレ
ード（廣田神社　4月）
2025ディパーチャーコンサート
　　　　（アクリエひめじ　5月）

文化活動発表会（10月）
上甲子園地区大運動会（10月）
神戸ストークス公式戦オープニン
グパフォーマンス（10月）

卒業生の声

Q:�上甲吹部の一番の思い出は？�
一つの目標に向かってたくさんの人と切

せっ
磋
さ

琢
たく

磨
ま

できたこと（76期・Tb） 
マーチングの全国の舞台でソロを吹いたこと（70期・Ob） 
伝統である全国マーチングコンテストの当日（75期・Tb） 
パートのみんなでうまく吹けないところを500回練習したこと！（70期・Tp） 
OB含めた100人の大合奏で、ピッコロソロを吹いたこと（71期・Fl）

Q:�上甲で吹奏楽をやってて良かったと思うのはどんなこと？�
楽器が2回変わり忍耐力が身につき、メンタルが強くなった（75期・Sax） 
かけがえのない仲間に出会えた。いろんな経験ができた（ 73期・Ob） 
練習したぶん成長できた（76期・Fl） 　音楽が大好きになった（73期・Tp） 
全国大会に行かせてくれたこと（76期・Tu） 
努力することの大切さを知った（74期・Fl） 
人前で発表することに緊張しにくくなったこと（76期・Hr） 
マーチングが経験できたこと、友達がたくさんできたこと（75期・Hr） 
ちょっとしたことではくじけない、諦めないことを学んだ（75期・Tb） 
たくさんのお客さんから拍手や声援をいただけたこと（76期・Per） 
敬語やあいさつなど、社会に出るために必要なことを学べた（76期・Cl） 
今でもさまざまな人に吹部が活躍していることを褒められること（74期・Per） 
大好きな楽器に出合えたこと（76期・Cl） 
みんなで同じ目標に向かって一生懸命に取り組んだこと（76期・Hr）

　尼崎市立尼崎双星高校普通科音楽類型を卒業後、ウィーンやドイツのシュツットガルトなどでレッ
スンを受け、現在留学に向け準備中です。第35回日本クラシック音楽コンクール第2位（2025） 
第24回日本ジュニア管打楽器コンクール金賞(第1位)（2022）など多数コンクールにも出場。これか
ら注目のOBです！「今回の定演、それぞれの道に進んだ人たちがその瞬間のためだけに久々に集ま
ったのにも関わらず、いざ合奏してみると上甲のサウンドは健在で、深く染み込んでいるというの
を実感できたことが何より印象的でした」

PICK UP!/林奏汰さん　（73期・Tu）

Q:��今後上甲吹部とどう関わっていきたい？�
　部活動がなくなり、どんな形態になったとし
ても子どもたちが全力で音楽に取り組めるよう
な環境を与え続けられるように、スタッフとし
て関わっていきたい（70期・Tp）

Q:�これからの目標は？ 
　これから先もずっと楽器を続けていきたい。吹
奏楽で培った“届ける力”を生かして、たくさんの
方々を笑顔にし、勇気を与えられる存在になりた
い（71期・Fl） 
　音楽大学に行って楽器を極めたい（74期・Br-sax） 
　中学校の教師になりたい。また上甲生として恥
ずかしくない生き方がしたい（72期・Cl）

令和７年度　PTA会員数　492人（うち教職員45人）
　　（参考：全生徒数　900人・725家庭）

　今年度は、広報誌発行や学年部の活動に加えて、
これまでにはなかった試みとして、2月18・19日の
参観日に合わせて、保護者交流会を企画し、子育て
で悩んでいることなど、日頃なかなか話す機会のな
い保護者同士が話し合える場も設けました。
　申し込みやアンケートなどはGoogleフォームを活
用してペーパーレスにし、個人情報の正しい管理に
も努めています。これからも時代に合った、子ども
にも保護者にも楽しめる企画を考えたいと意気込ん
でいます。� （執筆時1月末予定）

　PTAとは、Parent-Teacher�Associationの略称で、保護者と教職員が協力し、子どもの幸せと健全
な育成を図ることを目的とした団体です。しかし今、学校におけるPTAが大きく揺れ動いています。存
在自体をなくしてしまう学校も少なくない中、春風小学校では昨年度に新しい形で活動することを決め、
動き出すこととなりました。
　初年度となる昨年、任意の入会届を出した会員数は全体の6割でした。約1年の活動を経た、現在の春
風小学校PTAを訪ねてきました。

　PTAというと、すぐイメージするのは「委員に選
ばれたらどうしよう」というプレッシャーでしょう
か。子どもたちの暮らしをよりよくするための活動
でも、これまでは強制的に感じて、面倒に思ったり、
気負ってしまう印象があったりしたかもしれません。
　現在、総務部は、会長、副会長、会計2人、書記1
人を中心に、新しいPTAを形づくっていこうと頑張
っています。新PTAでは「できる人ができる時に」
をモットーに、義務的な委員決めなどは行いません。
気軽にやってみようかなと手を挙げた人にお願いす
るため、委員が空席のままの部もあります。

　あくまでもPTAは子どもたちのため。子どもたちが元気で楽しく、安全に学校生活を送れるよう、陰ながら
サポートしたいと、吉武さんと坂下さんはともに力強く語っていました。そのためにも、保護者にとって負担
では本末転倒。「できるときに、できる人が」でありたいということがモットーであると同時に、新PTAの願
いでもあるようです。
　今は委員がいない部もあるなど、足りないところもあるかもしれません。しかし、春風の新しいPTAはまだ
始まったばかり。これから時間をかけて、たくさんの人の理解と協力が得られることを願っています。

　地域の会議にも出席するようになり、年代の
異なる方とたくさん出会えました。今まで自分と
子どもの世界しか知りませんでしたが、地域が
みんな支え合って生きていることを実感していま
す。PTAもその地域の一端を担えるよう、子ど
もたちが笑顔で過ごせるよう頑張ります。

　校外の会議に出席することもあり、いろんな
学校や役員さんの工夫を知ることができ、視野
が広がりました。
　役員は幼稚園の時も経験していましたし、子
どもたちの学校生活の充実につながるならと思
い引き受けましたが、日々自分自身の勉強にも
つながっています。

会長 吉武佳奈子さん 副会長 坂下舞衣子さん

Summer

↑JR甲子園口ほんわか商店街
歩行者天国パレード（9月）

吹奏楽コンクール（7・8月）
西宮市吹奏楽連盟定期演奏会（7月）
ジョイフルコンサート
　　　　　（アクリエひめじ　8月）
春風地域　ふれあい夏祭り（8月）

OB・OGバンド・当日リハーサルの様子
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昨年の主な活動紹介 1年を通してさまざまな演奏会や地域のイベント
に出演しています。

春風小学校PTA　NOW!

新たに配付されたPTAチラシ

上甲子園吹奏楽部の新たな一歩
KAMIKO SYMPHONIC & MARCHING BANDへ

　令和7年、関西吹奏楽コンクール中学生Aの部金賞、さらに全日本マーチングコンテスト中学生の部で金賞受賞
を果たした上甲子園中学校吹奏楽部。昭和23（1948）年の創部以来、地域と共に歩み、輝かしい歴史を築いてきま
した。
　令和8年度、西宮市の部活動地域展開「プレみや」が始動。「地域で子どもを育てる」という方針の下、同部は
地域クラブ「KAMIKO SYMPHONIC & MARCHING BAND」へと生まれ変わり、その伝統を次代へつなぎます。
　本特集では、大きな節目を迎えた吹奏楽部の1年と、そのDNAを受け継いだ卒業生の声を届けます。

　昨年末の定期演奏会でも、OB・OGバンドや運営スタッフが、現役生を力強くサポートしました。今回は、
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始まったばかり。これから時間をかけて、たくさんの人の理解と協力が得られることを願っています。

　地域の会議にも出席するようになり、年代の
異なる方とたくさん出会えました。今まで自分と
子どもの世界しか知りませんでしたが、地域が
みんな支え合って生きていることを実感していま
す。PTAもその地域の一端を担えるよう、子ど
もたちが笑顔で過ごせるよう頑張ります。

　校外の会議に出席することもあり、いろんな
学校や役員さんの工夫を知ることができ、視野
が広がりました。
　役員は幼稚園の時も経験していましたし、子
どもたちの学校生活の充実につながるならと思
い引き受けましたが、日々自分自身の勉強にも
つながっています。
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春風小学校区　防災訓練が行われました春風小学校区　防災訓練が行われました
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い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
地
域
の
絆
を
大
切
に
、日

頃
か
ら
備
え
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

消防車にも
乗れたよ！

子どもたちもしっかり
お手伝いできます迫力ある放水が校舎を

めがけて消火！

　
花
椿
さ
ん
が
広
島
か
ら
春
風
に

引
っ
越
し
て
き
た
の
は
６
歳
の
こ

ろ
。春
風
小
学
校
の
６
年
間
は
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
指
導
者
だ
っ
た
祖
父

の
教
室
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。丹
山

一
家
は
ま
さ
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一

族
だ
っ
た
の
で
す
。

　
父
親
の
禎
昭
さ
ん
は
元
J
T
サ

ン
ダ
ー
ス
に
所
属
し
、
現
在
は
韓

国
の
仁
川
興
国
生
命
ピ
ン
ク
ス
パ

イ
ダ
ー
ズ
の
首
席
コ
ー
チ（
実
姉

も
元
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
）、

母
親
の
裕
子
さ
ん
も
高
校
時
代
に

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
姉
の
花
楓

（
か
え
で
）さ
ん
は
高
校
で
引
退
し

ま
し
た
が
、妹
の
花
凛（
か
り
ん
）さ

ん
は
現
在
、
金
蘭
会
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
で
活
躍
中
で
す
。

　
そ
ん
な
環
境
で
育
っ
た
花
椿
さ

ん
は
、
よ
り
本
格
的
に
打
ち
込
め

る
と
こ
ろ
を
求
め
て
、
中
学
は
強

豪
の
金
蘭
会
中
学
校
へ
と
進
学
し

ま
し
た
。

　「
も
の
す
ご
く
厳
し
く
て
、
最
初

は
本
当
に
き
つ
か
っ
た
で
す
。1
、

２
年
の
間
は
ベ
ン
チ
で
応
援
す
る

ば
か
り
だ
し
、
明
確
な
目
標
が
持

て
な
い
自
分
が
い
ま
し
た
」

　
な
ん
と
な
く
迷
い
が
あ
っ
た
花

椿
さ
ん
に
も
、
や
が
て
転
機
が
訪

れ
ま
す
。２
年
生
の
時
、
け
が
を
し

た
選
手
の
代
わ
り
に
出
場
す
る
機

会
を
得
て
、そ
こ
で
レ
シ
ー
ブ
を
メ

イ
ン
に
大
活
躍
。見
事
、
全
国
優
勝

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
裕
子
さ
ん
も「
あ
そ
こ
で
変
わ
っ

た
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。花
椿
は
と

に
か
く『
バ
レ
ー
が
大
好
き
。う
ま

く
な
り
た
い
。な
ん
で
も
や
っ
て
み

た
い
』と
い
う
気
持
ち
が
強
い
ん
で

す
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
中
学
当
初
は
ミ
ド
ル
、
ラ
イ
ト
、

レ
フ
ト
な
ど
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
変
化

し
ま
し
た
が
、３
年
生
に
な
っ
て
セ

ッ
タ
ー
に
挑
む
よ
う
に
な
り
、今
で

は
名
セ
ッ
タ
ー
と
し
て
全
国
に
そ

の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
セ
ッ
タ
ー
の
面
白
い
と
こ
ろ

を
尋
ね
る
と「
ブ
ロ
ッ
カ
ー
を
だ

ま
す
と
こ
ろ
。ス
パ
イ
カ
ー
が
気

持
ち
よ
く
決
め
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
」と
語
る
花
椿
さ

ん
に
、
裕
子
さ
ん
が「
セ
ッ
タ
ー

は
試
合
の
良
し
悪
し
を
決
め
ま

す
。ゲ
ー
ム
メ
イ
ク
す
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
な
ん
で
す
よ
」と
語
り

ま
す
。な
ん
と
祖
父
、
父
、
母
も

セ
ッ
タ
ー
だ
っ
た
と
か
。こ
ん
な
と

こ
ろ
ま
で
血
が
つ
な
が
っ
て
い
る

な
ん
て
不
思
議
で
す
ね
。

　
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
数
々
の

栄
冠
は
、
全
国
中
学
校
選
抜
の
イ

タ
リ
ア
遠
征
で「
セ
ッ
タ
ー
賞
」、

J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ「
ベ
ス
ト
セ
ッ
タ
ー
賞
」、U 

18
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
女
子
選
手
権
大

会「
ベ
ス
ト
セ
ッ
タ
ー
賞
」、全
国
高

校
選
抜
で
タ
イ
へ
、
近
畿
高
等
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会「
最

優
秀
選
手
賞
」、全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
優
勝
、
春
高
バ
レ
ー

優
勝
と
目
覚
ま
し
く
、
花
椿
さ
ん

の
汗
と
努
力
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
春
か
ら
は
関
西
大
学
へ
進
学
し

ま
す
。「
ズ
バ
リ
目
標
は
、
春
リ
ー

グ
、西
日
本
イ
ン
カ
レ
、秋
リ
ー
グ
、

全
日
本
イ
ン
カ
レ
の
４
冠
で
す
。バ

レ
ー
を
通
し
て
、
人
と
し
て
も
成

長
し
て
い
き
た
い
」と
語
る
花
椿
さ

ん
。こ
の
ま
ま
全
国
へ
、
世
界
へ
と

飛
び
出
し
て
ほ
し
い
！
　
春
風
一

丸
と
な
っ
て
応
援
し
た
い
で
す
ね
。

年賀状作りに参加した
安積湊真（あづみりょうま）さん
はお父さんと来ていました

丹生都比売神社
（にゅうつひめじんじゃ）

災害時には食が大事

アイドルかとみまごう
かわいらしさも魅力の
花椿さん

躍動する姿がまぶしい

U-18アジア大会で
ベストセッター賞受賞式にて

第369号令和 8年 3月 1日は る か ぜ は る か ぜ第369号 令和 8年 3月 1日⑴ ⑷

編集・発
春風地区
コミュニティ委員
（春風公民館）

行

会

第369号
２０２6年 3 月 １ 日

甲子園浦風町　丹山 花椿さん（18）
　父、母、3姉妹の丹山（たんやま）さん一家は、全員がバレーボールを愛するfamily。それもただ好き
なだけではなく、「春風にこんな本格派選手たちがいたなんて！」と驚く世界だったのです。そんな中、
高校3年の次女花椿（つばき）さんが所属する金蘭会高校バレーボール部が、先日のJVA第78回全日
本バレーボール高等学校選手権（春高バレー）で見事優勝を飾りました。
　セッターとして大活躍した花椿さんに、母親の裕子（ひろこ）さんと共に話を聞きました。

春風から飛び出せ日本のエース春風から飛び出せ日本のエース
バレーボールfamilyが花咲くバレーボールfamilyが花咲く


